
環境保健部環境安全課

福嶋慶三

令和元年8月28日

川崎市・横浜市

PRTR制度見直しの概要と
最近の動向

化学物質政策の観点からの
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＜その他の活動＞

・JICA 環境社会配慮助言委員会 委員
・東北大学大学院（国際文化研究科）、
関西学院大学（商学部）ほか 非常勤講師
・プロジェクトK（新しい霞ヶ関を創る若手の会）
・2030 SDGs 公認ファシリテーター

共著: 「霞が関から日本を変える」（マイナビ出版）
「ECO未来都市を目指して」（AIR叢書）

これまで、、、

 地球環境問題（地球サミット、温暖化対策、国際交渉、途上国支援）
 国内環境問題（環境教育、公害被害対応、環境アセスメント）
 官房業務（予算・重点政策、大臣所信演説、危機管理、情報政策）
 英国留学（環境開発政策修士）と、英国環境省でインターン(DEFRA)
 内閣官房(小泉、鳩山・菅政権)、地方自治体(尼崎市)、JESCO(株)への出向

現在、環境省 環境保健部環境安全課 課長補佐(総括担当)

自己紹介
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本日の内容

０．イントロダクション（少し長めです）

１．化学物質管理における日本と世界の動向

２. PRTR制度について

３．直近の届出データの概要

４．今後の見直しの方向性
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０．イントロダクション（少し長めです）
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先日の友人との集まりにて（某中堅化学メーカー勤務A君のお祝い）

みんな 「A君、昇進おめでとう！」

A君（化学メーカー勤務）「ありがとう！」

B君（コンサル勤務）「新規事業企画室長って、すごいね！」

Cさん（銀行勤務）「お金が必要なら、言ってよね！」

私（公務員）「で、何やるの？」

A君「いやあ、それがね・・・。みんなにも知恵を貸して欲しいんだ」

みんな 「？？？」
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社長

とある日の某社にて・・・

A君、君を新規事業企画室長に任命する。
ぜひ、わが社をさらに成長させるような、新しい
サービスや商品、事業を考えてほしい。

A君ありがとうございます！
はい、頑張ります！！

わかっていると思うが、これからの時代はSDGsだ。
業界にイノベーションを起こすくらいの気持ちで、
頼むぞ！

は、はい！期待に応えられるよう、
頑張ります！！（SDGs・・・？）
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質問①です。

SDGsってご存知ですか？

（聞いたことがある、知っている等）
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SDGs とは・・・

Sustainable Development Goals
（持続可能な開発目標）の略称

2015年9月の国連サミットで全会一致で採択。
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SDGsの概要

MDGs の後継的な位置づけと、持続可能な開発の文脈が融合。
国連加盟193か国の2016年～2030年の、15年間の行動計画。
17の大目標と具体的な169のターゲット（232の指標）で構成。
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SDGsの17ゴール
1．貧困をなくそう
あらゆる場所で、あらゆ
る形態の貧困に終止符を
打つ

2．飢餓をゼロに
飢餓に終止符を打ち、食
料の安定確保と栄養状態
の改善を達成するととも
に、持続可能な農業を推
進する

3．すべての人に
健康と福祉を
あらゆる年齢のすべての
人の健康的な生活を確保
し、福祉を推進する

4．質の高い教育を
みんなに
すべての人に包摂的かつ
公平で質の高い教育を提
供し、生涯学習の機会を
促進する

5．ジェンダー平等
を実現しよう
ジェンダーの平等を達成し、
すべての女性と女児のエン
パワーメントを図る

6．安全な水とトイ
レを世界中に
すべての人に水と衛生への
アクセスと持続可能な管理
を確保する
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SDGsの17ゴール
7．エネルギーをみんな
に そしてクリーンに
すべての人々に手ごろで信頼
でき、持続可能かつ近代的な
エネ ルギーへのアクセスを確

保する

8．働きがいも経済成長も
すべての人のための持続的、包
摂的かつ持続可能な経済成長、
生産的な完全雇用およびディー
セント・ワーク（働きがいのある人
間らしい仕事）を推進する

9．産業と技術革新
の基盤をつくろう
強靭なインフラを整備し、
包摂的で持続可能な産業
化を推進するとともに、技
術革新の拡大を図る

10．人や国の不平等を
なくそう
国内および国家間の格差を是
正する

11．住み続けられるまち
づくりを
都市と人間の居住地を包摂的、
安全、強靭かつ持続可能にす
る

12．つくる責任 つかう責任
持続可能な消費と生産のパターン
を確保する
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SDGsの17ゴール
13．気候変動に具体
的な対策を
気候変動とその影響に立ち
向かうため、緊急対策を取る

14．海の豊かさを守
ろう
海洋と海洋資源を持続可
能な開発に向けて保全し、
持続可能な形で利用する

15．陸の豊かさも守ろう
陸上生態系の保護、回復および持
続可能な利用の推進、森林の持続
可能な管理、砂漠化への対処、土地
劣化の阻止および逆転、ならびに生
物多様性損失の阻止を図る

16．平和と公正をすべての人に
持続可能な開発に向けて平和で包摂的
な社会を推進し、すべての人に司法への
アクセスを提供するとともに、あらゆるレ
ベルにおいて効果的で責任ある包摂的な
制度を構築する

17．パートナーシップで目標を
達成しよう
持続可能な開発に向けて実施手段を
強化し、グローバル・パートナーシップ
を活性化する
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SDGｓの基本理念

“No one left behind”

「2030年に
誰も取り残されない社会を

実現しよう」
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質問②です。

SDGsに、化学物質に関する規定が
あるのをご存知ですか？

（聞いたことがある、知っている等）
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12．つくる責任 つかう責任
持続可能な消費と生産のパターンを確保する

12.1
持続的な消費と生産に関する10年枠組みプログラム（10YFP）を実施し、先進国主導の下、開発途上国の開発状況や能力
を勘案し、すべての国々が対策を講じる。

12.2 2030年までに天然資源の持続可能な管理および効率的な利用を達成する。

12.3
2030年までに小売・消費レベルにおける世界全体の一人当たりの食品廃棄物を半減させ、収穫後損失などの生産・サプラ
イチェーンにおける食品の損失を減少させる。 cf 12.3.1   グローバル食品ロス指数（GFLI）

12.4

2020年までに、合意された国際的な枠組みに従い、製品ライフサイクル

を通じて化学物質やすべての廃棄物の環境に配慮した管理を達成し、
大気、水、土壌への排出を大幅に削減することにより、ヒトの健康や
環境への悪影響を最小限に留める。

12.5 2030年までに、予防、削減、リサイクル、および再利用（リユース）により廃棄物の排出量を大幅に削減する。

12.6
大企業や多国籍企業をはじめとする企業に対し、持続可能な慣行を導入し、定期報告に持続可能性に関する情報を盛り
込むよう奨励する。

12.7 国内の政策や優先事項に従って持続可能な公共調達の慣行を促進する。

12.8
2030年までに、あらゆる場所の人々が持続可能な開発および自然と調和したライフスタイルに関する情報と意識を持つよう
にする。

12.a 開発途上国に対し、より持続可能な生産消費形態を促進する科学的・技術的能力の強化を支援する。

12.b
持続可能な開発が雇用創出、地元の文化・産品の販促につながる持続可能な観光業にもたらす影響のモニタリングツー
ルを開発・導入する。

12.c

破壊的な消費を奨励する非効率的な化石燃料の補助金を合理化する。これは、課税の再編や該当する場合はこうした有
害な補助金の段階的廃止による環境影響の明確化などを通じ、各国の状況に応じて市場の歪みを是正することにより行う
ことができる。また、その際は開発途上国の特別なニーズや状況を考慮し、開発への悪影響を最小限に留め、貧困層や対
象コミュニティを保護するようにする。
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質問③です。突然ですが・・・

日本の経済は、今後、どうなっていくと
思いますか？（10年後～30年後位）

1. 伸びていく

2. 変わらない

3. 落ちていく
16



質問④です。

日本の人口は減少の一途ですが、

世界の人口は、１日どの程度増えて
いるかご存知ですか？

1. 約２千人

2. 約２万人

3. 約20万人
17



質問⑤です。

もし、世界のすべての人が、今の日本人
と同じ生活をしたら、水、食料、資源な
どを考えて、地球が何個、必要かご存知
ですか？

1. １個 でなんとか足りる？

2. ２個 くらいはいるかも？

3. ３個 はいるんじゃない？ 18



19

制約を超える！・・・イノベーションとは

物事の「新結合」「新機軸」「新しい活用法」など。
一般には新しい技術発明を指すという意味のみ
に理解されているが、それだけでなく新しいアイ
デアから社会的意義のある新たな価値を創造す
る人・組織・社会の幅広い変革を意味する。

ヨーゼフ・シュンペーター
（1883～1950）
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8．働きがいも経済成長も
すべての人のための持続的、包
摂的かつ持続可能な経済成長、
生産的な完全雇用およびディー
セント・ワーク（働きがいのある人
間らしい仕事）を推進する

9．産業と技術革新
の基盤をつくろう
強靭なインフラを整備し、
包摂的で持続可能な産業
化を推進するとともに、技
術革新の拡大を図る

12．つくる責任 つかう責任
持続可能な消費と生産のパターン
を確保する

SDGｓの考え方

12.4 製品ライフサイクルを通じて化学物質の環境に配慮した
管理を達成し、大気、水、土壌への排出を大幅に削減し、ヒト
の健康や環境への悪影響を最小限にする。



例：Twenty （トゥエンティ）

• シャンプー、食器用洗剤、洗濯洗剤、掃
除用クリーナー

• 20％をタブレットに

• 残り80％（水）は自宅で入れる

• パッケージ、輸送

（エネルギー、資源、コスト減）

• アムステルダムの学生のアイディア

http://heapsmag.com/twenty-tablet-80-
percent-water-package-bottle-free-
shampoo-detergent-sustainable-idea
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自己
変革力

品質
（製品・プロセ

ス）

マーケット
シェア

価格
(プライシング)

20世紀市場における４つの競争軸

出典：「第５の競争軸 21世紀の
新たな市場原理」ピーターD.ピー
ダーセン 朝日新聞出版/2009年
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自己
変革力

品質
（製品・プロセ

ス）

マーケット
シェア

価格
(プライシング)

２１世紀市場における決定的な第５の競争軸

出典：「SDGsビジネス戦略」ピーターD.ピーダーセン、ほか編著 日刊工業新聞社/2019年

サステナビリ
ティ・イノベー
ション
＝SDGs
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１．化学物質管理における日本と世界の動向
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第五次環境基本計画について

25

環境基本計画について
・環境基本計画とは、環境基本法第15条に基づき、環境の保全に関する総合的かつ
長期的な施策の大綱等を定めるもの。

・計画は約6年ごとに見直し（第四次計画は2012年4月に閣議決定）。

・中央環境審議会における審議を経て、2018年4月9日に答申。

・答申を踏まえ、2018年4月17日に第五次環境基本計画を閣議決定。

第五次環境基本計画のポイント

• 今後の環境政策の展開の基本的考え方として、イノベーションの創出や経済･社
会的課題との同時解決を提示

• 分野横断的な6つの「重点戦略」(経済,国土,地域,暮らし,技術,国際)を設定。
※各地域が自立・分散型の社会を形成し、地域資源等を補完し支え合う「地域
循環共生圏」の創造を目指す。

• 環境リスク管理等の環境保全の取組は、「重点戦略を支える環境政策」として揺
るぎなく着実に推進。



第五次環境基本計画における化学物質政策(1)

第2部 環境政策の具体的な展開

第2章 重点戦略ごとの環境政策の展開

4.健康で心豊かな暮らしの実現

（3）安全・安心な暮らしの基盤となる良好な生活環境の保全

（化学物質のライフサイクル全体での包括的管理）

国民の安全を確保し、安心して暮らすことができる基盤として、
化学物質の製造・輸入、製品の使用、リサイクル、廃棄に至るライ
フサイクル全体のリスクの評価と管理が必要である。持続可能な開
発に関する世界首脳会議（WSSD）においても、2020年までに化学物
質が人の健康と環境にもたらす著しい悪影響を最小化するという目
標が示されている。

このため、化学物質による環境リスクの最小化を図るべく、化学
物質の安全かつ効率的な製造等による環境効率性の向上に加え、化
学物質の環境への負荷を軽減するため、化学物質の適正な利用の推
進を図る。また、廃棄・再生利用時の適正処理とそのための適切な
情報伝達等に取り組む。
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第五次環境基本計画における化学物質政策(2)

第4部 環境政策の具体的な展開

第1章 環境問題の各分野に係る施策

6.包括的な化学物質対策に関する取組

（４）化学物質に関する国際協力・国際協調の推進

我が国の包括的な化学物質管理に係る実施計画であるSAICM
国内実施計画に沿って、SAICMに資するような国際的な観点に
立った化学物質管理に取り組む。

また、進捗状況を適時に点検し取組の一層の促進を図る。

さらに、現在のSAICM終了後の2020年以降の枠組みに関する
国際的な議論を積極的にリードし次期枠組みの採択に貢献する
とともに、次期枠組みに基づく包括的な化学物質管理に係る取
組を推進する。
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国際的な化学物質対策の流れ(1990年代以降)

WSSD2020目標

2030アジェンダ・SDGs

ポスト2020

リオサミット
(1992)

WSSD
(2002)

リオ+20
(2012)

ICCM1
(2006)

ICCM2
(2009)

ICCM3
(2012)

ICCM4
(2015)

国連サミット
(2015)

ICCM5
(2020)

SAICM（国際的な化学物質管理のための戦略的アプローチ）

持続可能な開発（ヨハネスブルクサミット以降）

28



SAICMとは

○目標：WSSD2020目標の達成を目指す

○主な特徴
・ボランタリでマルチステークホルダー・マルチセクターの枠組

・他の取組との重複を避け、フレキシブルに新たな課題に対応できる仕組み

SAICM･･･国際的な化学物質管理のための戦略的アプローチ
（Strategic Approach to International Chemicals Management)

① 対象範囲
農業用化学物質と工業用化学物質。化学物質安全の環境、経済、社会、健康及び労働面を含む。
（化学物質又は製品の安全性の健康・環境に関する側面が国内の食品又は薬剤の当局又は取決めによって
規制されている範囲では、その化学物質・製品に適用されない。）

② ５つの目的
リスク削減、知識と情報、ガバナンス、能力向上及び技術協力、違法な国際取引の防止

③ 新規政策課題等への優先的な取組
塗料中鉛、製品中化学物質、電気電子機器のライフサイクルにおける有害化学物質、
ナノテクノロジー及び工業用ナノ材料、内分泌かく乱作用を有する化学物質、
環境残留性のある医薬汚染物質、ペルフルオロ化合物の管理と安全な代替物質
への移行、毒性の高い農薬

SAICMの対象範囲と目的
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国民各層の意見反映
（パブリックコメントの実施）

 科学的なリスク評価の推進
 ライフサイクル全体のリスクの削減
 未解明の問題への対応

 安全・安心の一層の増進
 国際協力・国際協調の推進
 今後検討すべき課題

【化学物質管理におけるこれまでの取組と課題】
 SAICMに沿った国際的な観点に立った化学物質管理の推進

 環境分野（環境基本計画、化審法、化管法など）、労働安全衛生、家庭用品の
安全対策などそれぞれの分野における化学物質管理を実施

 一方で、化学物質の安全性に対する国民の不安への対処、リスク評価・管理におけ
る各種取組の一層の連携・強化などが求められている。

SAICM国内実施計画＜包括的な化学物質に関する今後の戦略＞策定

WSSD2020年目標の達成へ

様々な主体の関与 （化学物質と環境に
関する政策対話における議論）

● 実施状況の点検と結果の公表 ● ICCMにおける議論等に対応し、必要に
応じて、国内実施計画を改定

SAICM国内実施計画(2012年9月)の概要
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2020年以降の枠組(ポストSAICM)作りプロセス

第３回会期間会合（10月＠タイ・バンコク）

第１回会期間会合（２月＠ブラジル・ブラジリア）
・次期枠組に向けた論点整理

第４回会期間会合（春＠ルーマニア・ブカレスト）

2017

2019

2020

第２回会期間会合（３月＠スウェーデン・ストックホルム）

2018

• ICCM4（2015年）の決議に基づき、2020年以降の化学物質と廃棄物管理の
枠組の議論を開始。

• 現行SAICMと同様の、ボランタリでマルチステークホルダーによる化学物質
と廃棄物管理に関するグローバルな取組を想定し、2030アジェンダ
（SDGs）にも貢献。

国際化学物質管理会議第５回会合（ICCM5）（10月＠ドイツ・ボン）
・SAICMの総括、次期枠組の採択

第３回公開作業部会（OEWG3）（４月＠ウルグアイ・モンテビデオ）
・共同議長による交渉文書の提示

SAICM国内実施計画の
実施状況の点検・評価

ポストSAICMに向けた
国内の課題の抽出

結果の取りまとめ・会期
間プロセスにインプット

化
学
物
質
と
環
境
に
関
す
る
政
策
対
話

国内の取組
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SDGsにおける化学物質対策の位置づけ

ゴ
ー
ル

タ
ー
ゲ
ッ
ト

指
標

3. 
あらゆる年齢の全ての
人々の健康的な生活を
確保し福祉を促進

6. 
全ての人々の水と衛
生の利用可能性と持
続可能な管理を確保

12. 
持続可能な生産消費形態を確保

3.9 
2030年までに、有害化
学物質、並びに大気、
水質及び土壌の汚染に
よる死亡及び疾病の件
数を大幅に減少させる

6.3
2030年までに、汚染の
減少、投棄の廃絶と有
害な化学物・物質の放
出の最小化、未処理
の排水の割合半減及
び再生利用と安全な再
利用の世界的規模で
大幅に増加させること
により、水質を改善す
る。

12.4
2020年までに、合意された国際的
な枠組みに従い、製品ライフサイク
ルを通じ、環境上適正な化学物質
や全ての廃棄物の管理を実現し、
人の健康や環境への悪影響を最小
化するため、化学物質や廃棄物の
大気、水、土壌への放出を大幅に
削減する

3.9.3 
意図的ではない汚染に
よる死亡率

6.3.1  
安全に処理された廃
水の割合

12.4.1 
それぞれの関連する協定に要求さ
れた伝達情報において、約束や義
務に適した危険廃棄物や他の化学
物に関する国際多国間環境協定に
対する締約国の数32



残留性有機汚染物質に関するｽﾄｯｸﾎﾙﾑ条約（POPs条約）

POPs（Persistent Organic Pollutants 残留性有機汚染物質）

＝ ①毒性があり(有害性)、
②分解しにくく(難分解性) 、
③生物中に蓄積され(高蓄積性) 、
④長距離を移動する物質(長距離移動性) 。

１カ国に止まらない
国際的な汚染防止の
取組が必要。

POPsによる汚染防止のため、国際的に協調してPOPsの廃絶、削減等を行う。

 2001年５月採択、我が国は2002年８月に締結、 2004年５月発効。

 締約国会議（COP）は２年に１回、これまで９回開催。

 専門・技術的事項は、COPの下での残留性有機汚染物質検討委員会

（POPRC）で審議される。

現在、POPs条約上、製造・使用等の原則禁止（附属書A）又は制限（附属書B）されて

いる物質 ⇒ 全て化審法の第一種特定化学物質に指定済
33



第９回POPs条約締約国会議（COP９）結果概要

34

○日時：2019年４月29日（月）～５月10日（金）

○場所：ジュネーブ（スイス）

○会議の成果

・ 条約上の規制対象物質の追加： POPRCの勧告を踏まえ、以下を決定

→ジコホル：附属書Aに追加

ペルフルオロオクタン酸（PFOA）とその塩及びPFOA関連物質

：附属書A に追加

・ 過去に附属書に追加された物質の認められる目的及び個別の適用除外

・ 条約の有効性の評価

○次回（COP10）開催：2021年５月17日～５月28日 於：ナイロビ（ケニア）

・ 今回同様、３条約（ストックホルム条約・バーゼル条約・ロッテルダム条約）連続

開催する予定
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COP9で条約上の規制対象に追加された物質

物質名 主な用途 決定された主な規制内容

ジコホル 殺虫剤 ・製造・使用等の禁止
（特定の用途を除外する規定なし）

ペルフルオロオ
クタン酸（PFOA）
とその塩及び
PFOA関連物質

フッ素ポリマー加工助剤、界面活
性剤、泡消火薬剤等

・製造・使用等の禁止
（以下の用途を除外する規定あり）※
— 半導体製造におけるフォトリソグラフィ又はエッチングプロセ
ス
―フィルムに施される写真用コーティング
―作業者保護のための撥油・撥水繊維製品
―侵襲性及び埋込型医療機器
―液体燃料から発生する蒸気の抑制及び液体燃料による火災の
ために配備されたシステム（移動式及び固定式の両方を含む。）
における泡消火薬剤
―医薬品の製造を目的としたペルフルオロオクタンブロミド
（PFOB）の製造のためのペルフルオロオクタンヨージド（PFOI）の
使用 等

○附属書Aへの追加

※１ 個別の適用除外の規定については、その効力が発効した日から５年を経過した時点で、その適用除外の効力が失われる。
※１ 日本として当該用途を適用除外とするか否かについては、今後、国内で検討。



２．PRTR制度について
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化学物質排出把握管理促進法（PRTR制度）

・化学物質排出移動量届出制度（Pollutant Release and Transfer Register) （平成11年化管法制定）

・目的： 事業者による化学物質の自主的な管理の改善促進し、環境の保全上の支障を未然
に防止

・対象事業者は、事業活動に伴う環境中への化学物質の排出量等を年度ごとに把握し、

都道府県知事を経由して国へ届出、国は届け出されたデータを集計し公表

国

事業者

・届出排出量等の集計、届出以外の排出量の推計
・結果の公表・関係省庁・都道府県への通知

国民

事業所管大臣
経済産業大臣

環境大臣

・化学物質の環境への排出量、廃棄物に
含まれ、事業所外へ移動する量を把握
・年１回、都道府県を経由して国に届出

・物質別、業種別、地域別等の集計結果を公表
・個別事業所の届出データも公表

・管理状況に
対する評価

（PRTR制度の仕組み） 対象物質：人の健康や生態系に有害な影響
を及ぼすおそれのある化学物質（462物質）

全24業種（製造業ほか）
34,253事業所（平成29年度）
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金属鉱業
原油・天然ガス鉱業
製造業
電気業
ガス業
熱供給業
下水道業
鉄道業

機械修理業
商品検査業
計量証明業
一般廃棄物処理業
産業廃棄物処分業
医療業※
高等教育機関
自然科学研究所

○２４の業種

倉庫業
石油卸売業
鉄スクラップ卸売業
自動車卸売業
燃料小売業
洗濯業
写真業
自動車整備業

○特別要件施設

• 鉱山保安法上の関連施設
• 下水道終末処理施設
• 一般廃棄物処理施設／産業廃棄物処理施設
• ダイオキシン類対策特別措置法上の特定施設

※平成２２年度把握から

ＰＲＴＲ届出対象事業者
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ばく露性
第一種指定化学物質

 過去10年に、環境モニタリング（「黒本」）の複数地点で汚染が検出
 年間製造・輸入量が100トン以上
 年間製造・輸入量が10トン以上の農薬及び発がん性クラスI相当の

化学物質

 オゾン層破壊物質：これまでの製造・輸入量累積が10トン以上
第二種指定化学物質

 過去10年に、環境モニタリング（「黒本」）の１地点から汚染が検出
 年間製造・輸入量が1トン以上

第一種指定化学物質：462物質
・有害性（ハザード）とばく露可能性に着目して選定

※第二種指定化学物質（SDSのみ対象）：100物質

特定第一種指定化学物質：15物質
・第一種指定化学物質のうち、発がん性等が認められる物質
・第一種指定化学物質と製品の要件、年間取扱量の要件が異なる

【現行対象物質】石綿、エチレンオキシド、カドミウム及びその化合物、
六価クロム化合物、塩化ビニル、ダイオキシン類、鉛化合物、ニッケル化合物、
砒素及びその無機化合物、1,3-ブタジエン、 2-ブロモプロパン、
ベリリウム及びその化合物、ベンジリジン＝トリクロリド、ベンゼン、
ホルムアルデヒド

有害性（ハザード）

・発がん性 ・変異原性

・経口慢性毒性 ・吸入慢性毒性

・作業環境毒性 ・生殖発生毒性

・感作性 ・生態毒性

・オゾン層破壊物質

現行の対象化学物質
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データの公表方法

サーバー
ユーザー条件検索／地図

の選択

事業所で

結果を表示

地図で結果

を表示

検索結果の地図表示

単年度の排出・移動量 排出・移動量の経年変化

PRTRデータ地図上表示システム
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 環境省では、ホームページ上に、「PRTR
インフォメーション広場」を開設

 事業者向けのPRTRに関する届出に必
要となる情報や、一般の方も含めた多く

の方が利用できるよう集計された結果や

データを分かりやすく掲載

⇒「グラフでデータを見る」、「PRTRデータ地
図上表示システム」、「個別事業所デー

タ検索」etc…（「市民ガイドブック」参照）

PRTRインフォメーション広場 検 索

クリック
このサイトへは、「PRTRインフォメーション広場」で検索！

データの入手（PRTRインフォメーション広場）
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・直近に公表されたPRTRデータを分かりやすく紹介
することを目的に毎年度発行。

・以下のような内容を掲載。
-暮らしの中の化学物質
- PRTR 制度とは
- PRTR データ
-化学物質による環境リスク低減のために
（⇒リスクコミュニケーションの好事例も掲載）

-もっと知りたい時には

・冊子を無料で提供（但し送料の負担は必要）。
Webでも公開。
http://www.env.go.jp/chemi/prtr/archive/guidebook.html

ＰＲＴＲデータを読み解くための市民ガイドブック
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３．直近の届出データの概要
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※追加対象：化学物質：平成20年PRTRの届出対象に追加された186種類の第一種指定化学物質
※削除物質：平成20年PRTRの届出対象から除外された73種類の第一種指定化学物質
※化管法の見直しに伴う継続物質等の考え方
物質継続物質(276物質)には、政令改正前後で完全に同一の物質として継続して指定された物質(265物質)
に加え、政令改正により統合又は分割された物質で政令改正前後で対象となる物質の範囲が完全に一致す
る物質(4物質)及び政令改正前後で対象となる物質の範囲が完全には一致しない物質(7物質)を含む。

●化管法政令改正前後で継続して届出対象物質として指定された276物質（継続物質）の
総届出排出量・移動量は347千トン(対前年度比＋2.2%)

<排出量>136千トン(対前年度比▲ 0.4%) <移動量>211千トン(対前年度比＋3.7%)

平成13～29年度 届出排出量・移動量の経年変化
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届出移動量：61%

下水道への移動
0.24%

大気への排出
36%

事業所外への廃棄物
としての移動
60%

届出排出量：39%

公共用水域への排出
1.8%

埋立処分
1.9%

土壌への排出
0.0008%

総届出排出量・移動量

387千トン/年

平成29年度 総届出排出量・移動量
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平成31年3月5日、事業者から届出のあった平成29年度の化学物質の環境への排出量
及び廃棄物に含まれての移動量等のデータの集計等を行い、公表した。
また、事業者から届出のあった個別事業所ごとの化学物質の排出量・移動量についても
併せて公表した。

＜届出排出量・移動量＞

平成29年度ＰＲＴＲデータの概要
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平成29年度の１年間に届出対象事業者が把握し、届出のあった事業所からの排出量・
移動量の全国・全物質（462物質のうち、434物質）の集計結果は、以下のとおり。

・届出事業所数
⇒34,253事業所（前年度34,795と比べて542減少）

・届出排出量
⇒152千トン（前年度152千トンと比べて0.2％の増加）

・届出移動量
⇒235千トン（前年度225千トンと比べて4.4％の増加）

・届出排出量と届出移動量の合計
⇒387千トン（前年度375千トンと比べて2.7％の増加）



平成29年度 届出排出量・移動量上位10業種とその量
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※ノルマル－ヘキサンは平成20年の化管法施行令改正により追加された物質。

平成29年度 届出排出量・移動量上位10物質とその量
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４．今後の見直しの方向性



・化管法の前回見直しから10年が経
過しており、この10年間の状況を勘
案した見直しが必要。

・第五次環境基本計画（平成30年4月
17日閣議決定）において化学物質
のライフサイクル全体のリスクの最
小化に向けた取組の推進、化学物
質の管理やリスクの理解促進と対
話の推進等について重点的に取り
組むこととしている。

→今後の化学物質環境対策とし
て、化管法の今日的な在り方に
ついて検討が必要

①対象化学物質の見直しの考え方
－対象とする候補物質（母集団）
－有害性の判断基準
－環境中での存在に関する判断基準
－環境保全施策上必要な物質の追加

②特別要件施設の点検
－水俣条約に基づく大防法の措置（水銀測定）に
よる水銀及びその化合物の届出対象への追加

③届出データの正確性の向上

④災害に対する既存のPRTR情報の活用及び
情報共有

⑤廃棄物に移行する化学物質の情報提供の
あり方

PRTR制度の見直しの検討結果について （6/28答申）

環境保健部会 化学物質対策小委員会
（経産省との２省合同審議）にて審議

背景 主な検討結果（6/28答申）



①対象化学物質の見直しの検討について

対象化学物質の見直しの考え方 （令和元年6月28日答申）

※赤字箇所が
前回見直しからの
変更点

相当広範な地域の環境での継続的な
存在の程度との相関性の観点から

製造輸入量から
排出量への変更
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③環境中での存在に関する判断基準

一般環境中での検出状況
排出量等での判断
１）現行の第一種指定化学物質

：届出排出量＋届出外排出量 10トン以上
※届出移動量が多い物質は100トン以上
（すべてが排出されないため）

２）現行の第一種指定化学物質ではない物質
（化審法用途のみの物質）
：推計排出量 10トン以上

３）現行の第一種指定化学物質ではない物質
（化審法用途以外の用途もある物質）
：製造輸入量 ：100トン以上

④環境保全施策上必要な物質

 環境基準が設定されている物質
 化審法の優先評価化学物質等

①対象とする候補物質（母集団）

 現行化管法対象物質
 各種法令規制物質等
※ 農薬は引き続き対象

②有害性の判断基準

評価手法が確立して一定のデータ
蓄積がある項目（発がん性、生態毒性等）

 一定以上の生態毒性を有し難分解、
高蓄積である物質を
特定第一種指定化学物質に追加



水俣条約の対象施設 大防法の水銀排出施設
化管法における状況

相当する
対象業種

特別要件施設の
該当

①石炭火力発電所 石炭専焼ボイラー
大型石炭混焼ボイラー
小型石炭混焼ボイラー

電気業、熱供給業 ×
②産業用石炭燃焼ボイラー

③非鉄金属製造用の製錬焙焼工程
一次施設（銅・工業金、鉛・亜鉛）
二次施設（銅・工業金、鉛・亜鉛）

非鉄金属製造業 ×

④廃棄物焼却施設
廃棄物焼却炉
水銀含有汚泥等の焼却炉等

一般廃棄物処理業
産業廃棄物処分業
下水道業

○

⑤セメントクリンカー製造設備 セメントの製造の用に供する焼成炉
窯業
土石製品製造業

×

○取扱量の把握が困難である等の特殊性が認められる事業者（特別要件施設）においては、
化学物質の測定が他法令により義務づけられている対象物質のみについて届出義務を課さ
れる。なお、当該届出義務については、対象業種及び雇用人数の要件は適用される一方、
取扱量要件は撤廃される。

○特別要件施設は、下水道終末処理施設、一般廃棄物処理施設、産業廃棄物処理施設、鉱山保
安法第１３条第１項に該当する施設（金属鉱業など）、ダイオキシン類特別措置法に規定
する特定施設が指定されている。

○「水銀及びその化合物」は、PRTR届出対象物質の一つであるが、水銀に関する水俣条約
（平成29年８月発効）を担保するため、平成27年に大気汚染防止法を改正（平成30年4月
1日より施行）され、水銀排出施設（下表）から既に特別要件施設とされていた廃棄物
焼却施設において水銀等を大気中に排出する者は、「設置時の届出」「排出基準の遵守」
「水銀濃度の測定」の義務が課されることとなった。

② 特別要件施設の点検
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PRTR制度は情報的手法であり、届出・公表される情報の信頼性の確保は、制度の信頼性
確保の観点から重要である。
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③ 届出正確性の向上

・届出様式の変更
・電子届出の更なる普及促進
・届出時の誤り防止
（例：電子届出システムにおけるチェック機能の充実等）

・国の届出排出・移動量公表後に生じている排出量・移動量の変更の要因解析
⇒届出項目の精査
⇒PRTR排出量等算出マニュアルと業種別の算出マニュアルの見直し

正確性向上のために

・環境保全施策の企画・立案や事業者の自主管理の改善・促進、リスクコミュニ
ケーションの基盤としての活用へのより正確なデータの提供
・第一種指定化学物質及び第二種指定化学物質の的確な物質選定への貢献
・地方公共団体の増大する作業負担の軽減・合理化



④ 災害に対する既存のPRTR情報の活用及び情報共有

地方公共団体の災害対応措置を強化する観点から以下が答申に盛り込まれた。

・地方公共団体によるPRTRの届出排出・移動量の有効活用、事業者の自主的
な情報共有の取組の促進

・平時からの地方公共団体と事業者との情報共有
・災害対応時の地方公共団体における既存のPRTR情報の活用及び必要に応じ

た事業者への確認 等

これらの取組を「化学物質管理指針」へ位置づけて一層の促進を図る予定。

事業者と自治体、住民の情報共有についての
優良事例について、９/１０予定の政策対話
（公開）でも議論予定です！（後述）
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○法施行後、排出量は半減している一方で

移動量（廃棄物等に含まれる化学物質）は

横ばいである。

⑤ 移動量（廃棄物）に移行する化学物質の情報提供のあり方
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○移動量は462物質合計で排出移動量全体の
6割程度を占めており、物質ごとに見ても移動
量が排出移動量の95%以上を占める物質が
対象物質の半数以上ある。

○廃棄物の適正な処理の観点から、廃棄物の処理委託時にＳＤＳの情報を活用して
必要な情報を自主的に提供するよう事業者へ周知することが考えられる。

○また、移動量について管理を強化するために、排出量から移動量にどのように移行して
いるのか、移動量の経年変化の要因や化学物質種などの分析が必要である。



今後のPRTR制度の見直しについて

答申

「対象化学物質の見直しの考え方」を踏まえた審議

制度全体に関する諮問

物質選定に関する諮問

環境保健部会 化学物質対策小委員会
（経産省との２省合同審議）

環境保健部会 ＰＲＴＲ対象物質等専門委員会
（厚生労働省、経済産業省との３省合同審議）

答申（６／28）

設置

環境保健部会 ＰＲＴＲ対象物質等専門委員会
（厚生労働省、経済産業省との３省合同審議）

・有害性の判断基準
－有害性項目ごとの物質選定基準の検討※物質選定基準とGHSの整合

・環境中での存在状況に関する判断基準
－現行の第一種指定化学物質ではない物質（化審法用途のみ）
：化審法用途のみの場合の排出係数の設定方法

－現行の第一種指定化学物質ではない物質（化審法用途以外の用途もある物質）

：製造輸入量の設定方法

PRTR対象物質、SDS対象物質の選定

今回の見直しでの主な検討項目
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【参考】 第15回「化学物質と環境に関する政策対話」
の開催について（ご案内）

○日時：令和元年9月10日（火）
10時00分～12時00分

○場所：大手町 KDDIホール
（千代田区大手町1-8-1 KDDI大手町ビル2階）
○主な議題（予定）：
（１）災害・事故時における化学物質対応に係る情報提供の在り方

－好事例の紹介－
（２）各主体（産・官・学）からの話題提供

（ＳＤＧｓのうち化学物質に関わる事項への各セクターの対処の方向性）
○お申込み方法：
以下サイトよりお申込みください（受付期間：9/3（火）9時～9/6（金）17時）
https://www.mizuho-ir.co.jp/seminar/info/2019/seisakutaiwa0910.html
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本日のまとめ
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自己
変革力

品質
（製品・プロセ

ス）

マーケット
シェア

価格
(プライシング)

サステナビリティ・
イノベーション

＝SDGs

・世界も変わる、日本も変わる

・制約や状況変化を、どう乗り越えるか
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・「ＳＤＧｓビジネス戦略―企業と社会が共発展を遂げるための指南書」
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ご清聴ありがとうございました♪
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ご質問・ご意見がございましたら、こちらまで・・・

keizo_fukushima@env.go.jp


